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(トップページ：http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/ )  

（五大石油会社の業績比較：http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/ExxonShellBp.html  ）  

（石油：http://members3.jcom.home.ne.jp/3632asdm/oil.html ） 

マイライブラリー：０４０１ 

 

(注)本稿は 2017年 2月 13日から 3月 9日まで 14回にわたり「内外の石油情報を読み解く」に掲載

したレポートをまとめたものです。 

 

2017.3.12 

前田 高行 

 

五大国際石油企業２０１６年度業績速報シリーズ 
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 国際石油企業(International Oil Companies, IOCs)の２０１６年第４四半期(10-12月)及び年間(1-12

月)の決算が発表された。本稿では ExxonMobil、Shell, BP(英), Total(仏)及び Chevron(米)の主要 5

社を取り上げ、各社の売上高、利益、石油・ガス生産量、投資額等を概観し、さらに 5社の業績比較

を行う。 

 

I. 各社の業績概要 （末尾表 1-D-4-20参照） 

１．ExxonMobilの 2016年第 4四半期（10-12月）及び通年(1-12月)の業績 

＊同社ホームページ： 

http://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earns-78-billion-2016-17-billion-during-f

ourth-quarter 

(1)売上高 

 ExxonMobilの 2016年 10-12 月の売上高は 610億ドルであり、また通年売上高は 2,261 億ドルで

あった。前年同期比ではそれぞれ+2%の増収及び -16%の減収である。 

 

(2)利益 

 10-12 月期及び通年の利益はそれぞれ 17 億ドル及び 78 億ドルであり、前年同期と比較すると

10-12月期は-40％、通年では-52％であり、いずれも前年比 1/2前後の大幅な減益であった。通年

利益のうち上流部門の利益は 2015年の 71億ドルに対して 2016年はわずか 2億ドルにとどまって

いる。一方下流部門は2015年の66億ドルに対して2016年は42億ドルで減少幅は-36％であった。

（注、最終損益額には石油化学部門その他の損益が合算されているため、部門別の上流・下流部

門の損益合計額とは一致しない。） 

 

ExxonMobil ではかつて上流部門の利益が大きな割合を占めてきたが、最近では下流部門が会

社の利益を支える状況にある。原油価格の急落が上流部門の利益を圧迫し、逆に安価な原油価格

に支えられて下流部門の利益が急増する状況にあった。但し 2016 年は原油価格の下落が製品価

格にも波及し利益は減少傾向にある。この傾向は他の 4社でも同様もしくはそれ以上の厳しい結果

になっている。 

 

(3)売上高利益率 

 通年ベースの売上高利益率は 3.5％であり、前年の 6.0％に比べてかなり見劣りする。 

 

(4)設備・探鉱投資 

 2016 年の年間の設備・探鉱投資額は 193 億ドルであり、これは 2015 年比で 37.8％の減少であっ

た。 

 

(5)石油・ガス生産量 

 昨年の ExxonMobil の石油生産量は日量平均 2,365 千バレル(以下 B/D)であり、前年(2015 年)の

横ばいであった。天然ガスは日量平均 10,127 百万立法フィート(以下 mmcfd)であり、これは前年比

3.7%減である。石油と天然ガスの合計生産量は石油換算で 4,053千B/Dとなり、2015年比では 1.1%

http://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earns-78-billion-2016-17-billion-during-fourth-quarter
http://news.exxonmobil.com/press-release/exxonmobil-earns-78-billion-2016-17-billion-during-fourth-quarter
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減である。 

 

２．Shellの 2016年第 4四半期（10-12月）及び通年(1-12月)の業績 

＊同社ホームページ： 

http://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2017/fourth-quarter-2016-results-annou

ncement.html 

(1)売上高 

 Shellの 2016年 10-12月の売上高は 648億ドルであり、また通年売上高は 2,336億ドルであった。

前年同期比ではそれぞれ 11%の増収, -12%の減収であった。 

 

(2)利益 

 10-12 月期及び通年の利益はそれぞれ 15 億ドル及び 46 億ドルであり、前年同期と比較すると

10-12月期は 64％の増益であり、通年では前年比 2.4倍の大幅増益となっている。通年利益のうち

上流部門は 37 億ドルの大幅な損失であるのに対して下流部門は 66 億ドルの利益であった。但し

前年利益の 102億ドルに比べるとほぼ 3分の 2に縮小している。（注、最終損益額には石油化学部

門その他の損益が合算されているため、部門別の上流・下流部門の損益合計額とは一致しない。） 

 

(3)売上高利益率 

 通年ベースの売上高利益率は 2.0％であり前年の 0.7％から改善している。 

  

(4)設備・探鉱投資 

 2016 年の年間の設備・探鉱投資額は 221 億ドルであり、これは 2015 年比で 15％の減少であっ

た。 

 

(5)石油・ガス生産量 

 昨年の Shellの石油生産量は日量平均 1,838千 B/Dであり、前年(2015年)に比べ 22%増加してい

る。天然ガスは日量平均 10,613mmcfd であり、こちらも前年比 27％増である。 

 石油と天然ガスの合計生産量は石油換算で 3,668 千 B/D となり、2015年比では 24％増である。 

 

３．BP の 2016年第 4四半期（10-12月）及び通年(1-12 月)の業績 

＊同社ホームページ： 

http://www.bp.com/en/global/corporate/press/press-releases/fourth-quarter-2016-results.html 

(1)売上高 

 BP の 2016 年 10-12 月の売上高は 510 億ドルであり、また通年売上高は 1,830 億ドルであった。

前年同期比では 10-12月期は 4％の増収、通年ベースでは-18％の減収である。 

 

(2)利益 

 10-12 月期は前年の赤字を脱却し、5 憶ドルの黒字を計上した。通年ベースでも前年度の 65 億ド

ルの大幅な損失から今期はわずかではあるが１億ドルの利益となった。部門別では上流部門は通

http://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2017/fourth-quarter-2016-results-announcement.html
http://www.shell.com/media/news-and-media-releases/2017/fourth-quarter-2016-results-announcement.html
http://www.bp.com/en/global/corporate/press/press-releases/fourth-quarter-2016-results.html
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年で 6 億ドルの利益を計上、下流部門は前年を下回ったものの 52 億ドルの黒字であった。（注、最

終損益額には石油化学部門その他の損益が合算されているため、部門別の上流・下流部門の損

益合計額とは一致しない。） 

 

(3)売上高利益率 

 通年ベースの売上高利益率はプラス 0.1％である。なお前年はマイナス 2.9％であった。 

 

(4)設備・探鉱投資 

 2016年の年間の設備・探鉱投資額は 167億ドルであり、これは 2015年比で 10％減であった。 

 

(5)石油・ガス生産量 

 昨年のBPの石油生産量は日量平均 1,208千 B/Dであり、前年(2015年)比 2%減であった。一方、

天然ガスは日量平均 5,796mmcfdであり前年比 3%減であった。 

 石油と天然ガスの合計生産量は石油換算で 2,208千 B/D となり、2015年比では 2％減である。 

 

4．Totalの 2016年第 4四半期（10-12月）及び通年(1-12月)の業績 

＊同社ホームページ： 

http://www.total.com/en/media/news/press-releases/fourth-quarter-and-full-year-2016-results 

(1)売上高 

 Totalの 2016年 10-12月の売上高は 423億ドルであり、また通年売上高は 1,497億ドルであった。

前年同期比では 10-12月期は 12％の増収、通年ベースでは-9％の減収である。 

 

(2)利益 

 10-12月期は 5.5憶ドル、通年では 62億ドルの利益であり、10-12月期は大幅な赤字から黒字に

転換、通年では 22％の増益である。通年利益のうち上流部門の利益は 36 億ドルで前年に比し

24％減少、下流部門は 42 億ドルの利益で前年を 14%下回った。（注、最終損益額には石油化学部

門その他の損益が合算されているため、部門別の上流・下流部門の損益合計額とは一致しない。） 

 

(3)売上高利益率 

 通年ベースの売上高利益率は 4.1％であり、前年の 3.1％より良くなっている。 

 

(4)設備・探鉱投資 

 2016 年の年間の設備・探鉱投資額は 178 億ドルであり、これは 2015 年比で 13％の減少であっ

た。 

 

(5)石油・ガス生産量 

 昨年の Total の石油生産量は日量平均 1,271 千 B/D であり、前年(2015 年)比 3%増であった。天

然ガスは前年より 6.5％多い日量平均 6,447mmcfdである。 

 石油と天然ガスの合計生産量は石油換算で 2,452千 B/D となり、2015年比 4.5％増である。 

http://www.total.com/en/media/news/press-releases/fourth-quarter-and-full-year-2016-results
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５．Chevron の 2016年第 4 四半期（10-12 月）及び通年(1-12月)の業績 

＊同社ホームページ： 

https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-fourth-quarter-net-income-of-415-million 

(1)売上高 

 Chevron の 2016 年 10-12 月の売上高は 315 億ドルであり、また通年売上高は 1,145 億ドルであ

った。前年同期比ではそれぞれ 8%増収、17％減収である。 

 

(2)利益 

 10-12 月期の損益は 4 億ドルの利益、通年では 5 億ドルの損失である。前年同期と比較すると

10-12月期は赤字から黒字に転換したが、通年では前年の 46億ドルの利益から赤字に転落してい

る。通年利益(損失)のうち上流部門は 25 億ドルのマイナスであり、下流部門は 34 億ドルの利益を

確保している。（注、最終損益額には石油化学部門その他の損益が合算されているため、部門別の

上流・下流部門の損益合計額とは一致しない。） 

 

(3)売上高利益率 

 通年ベースの売上高利益率は、マイナス0.4％であり、前年のプラス3.3％からマイナスに転落して

いる。 

 

(4)設備・探鉱投資 

 2016年の年間の設備・探鉱投資額は 224億ドルであり、これは 2015年比で 34%減である。 

 

(5)石油・ガス生産量 

 昨年のChevronの石油生産量は日量平均 1,719千B/Dであり、前年(2015年)比 1.4%減であった。

天然ガスは日量平均 5,252mmcfdで前年横ばいであった。 

 石油と天然ガスの合計生産量は石油換算で 2,594千 B/D となり、2015年比では 1％減である。 

 

II. ２０１６年の業績比較 

１.売上高 

 ここでは ExxonMobil, Shell, 

BP, Total 及び Chevron５社

の２０１６年の売上高を比較

する。５社の中で売上高が

最も大きいのは Shell の２，

３３６億ドルであり、これに続

くのが ExxonMobil の２，２６

１億ドルである。なお後述す

る８カ年(２００９-２０１６年)

業績推移で詳しく触れるが、

https://www.chevron.com/stories/chevron-reports-fourth-quarter-net-income-of-415-million
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２０１２年までの売上高は ExxonMobil がトップであったが、２０１３年、２０１４年および２０１５年は僅

差ながら Shellがトップである。 

 

 Shell、ExxonMobilに次いで売上高が大きいのは BPの 1,830億ドルであるが、これはシェルの約８

割である。Total、Chevron の売上高はそれぞれ１，４９７億ドル及び１，１４５億ドルで、Chevron はト

ップの Shellの売上高のほぼ半分である。 

 

２. 利益 

 ExxonMobil が５社の中

で利益額が最大であり(７

８億ドル)、これに次ぐの

が Total の６２億ドル、

Shellの４６億ドルである。

昨年大幅な赤字を出した

BPは今期は１億ドルとわ

ずかながらも利益を計上

している。これら４社に対

して Chevron は５社の中

で唯一５億ドルの欠損を

出している。 

 

３．売上高利益率 

 売上高と利益の比率である

売上高利益率を見ると、Total

が ４ ． １ ％ と 最 も 高 く 、

ExxonMobil が３．５％で続い

ている。シェルは売上高トップ

であるが利益率は２．０％と５

社の中では真ん中である。

BP は今期漸くプラスに転じた

が利益率はわずか０．１％に

とどまり、欠損を計上した

Chevron の売上高利益率は

マイナス０．４％である。 
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４．設備投資額 

 ２０１６年の設備投資額が

最も大きいのは Chevron の

２２４億ドルである。シェル

は Chevron に並ぶ２２１億ド

ルで、これら 2 社に続くのは

ExxonMobi(１９３億ドル）及

び Total(１７８億ドル)で、５

社の中で最も少ないのは

BP（１６７億ドル）であり、トッ

プのChevronの４分の３にと

どまっている。 

 

５. 石油及び天然ガス生産量 （末尾表 1-D-4-20参照） 

（１）石油生産量 

 昨年の石油生産量が最も多かったのは ExxonMobil の２，３６５千 B/D であり、５社の中で同社だ

けが２百万 B/Dを超えている。ExxonMobilに次いで生産量が多いのは Shell(１，８３８千 B/D)、第３

位はChevron(１，７１９千B/D)である。両社の生産量は ExxonMobilの４分の３前後である。BP及び

Totalはこれら３社よりかなり少なく、Totalは１，２７１千 B/D、BPは１，２０８千 B/Dの石油を生産し

ており、ExxonMobilの２分の１強にとどまっている。 

 

（２）天然ガス生産量 

 天然ガスの生産量が最も多いのは Shell(日量１０，６１３百万立方フィート、以下 mmcfd)であった。

２位は ExxonMobil の１０，１２７mmcfd で、この２社が日産１００億立方フィートを超えている。３位以

下は Total(６，４４７mmcfd)、BP(５，７９６mmcfd)、Chevron(５，２５２mmcfd)と続いている。Chevron

は５社中で最も少なく、ExxonMobilの半分である。 

 

（３）石油・天然ガス合計生産量(石油換算) 

 石油と天然ガスの合計生産

量が最も多いのは ExxonMobil

であり石油換算で４，０５３千

B/Dである。２位は Shellの３，

６６８千B/Dで ExxonMobilの９

割である。その他の３社は

Chevron（２，５９４千 B/D）、

Total（２，４５２千 B/D）、BP（２，

２０８千 B/D）と２００万 B/D 台

に並んでいる。ExxonMobil の

生産量を１００とした場合、他
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の４社は Shell９１、Chevron６４、Total と BPはそれぞれ６０及び５４である。 

  

 各社の石油と天然ガスの比率を見ると、Chevron は石油６６％、天然ガス３４％であり５社の中で

は石油の比率が最も高い。その他４社の石油：天然ガスの比率はそれぞれ、ExxonMobil(石油５

８％：天然ガス４２％)、BP(石油５５％：天然ガス４５％)、Total(石油５２％：天然ガス４８％)、Shell(石

油５０％：天然ガス５０％)である。Shellは石油と天然ガスの比率が１対１である。 

 

III. ２０１５年と２０１６年の５社業績比較 

 ２０１６年は２０１５年に引き続き原油価格の低迷により国際石油企業は売上が大幅に落ち込んだ

が、利益は各社によって明暗を分けた。また原油価格回復の見通しが立たない中、各社とも設備投

資を下方修正する動きが止まらない。ここでは両年の売上、利益、設備投資を取り上げて各社の業

績の明暗を分析する。 

 

１．売上高 

５社の売上順位は２０１５

年と２０１６年でトップは

ExxonMobil から Shell に替

わったが、両社の差はわず

かである。３位から５位は

BP、Total、Chevron と続く。

各社とも２０１５年から２０１

６年にかけて売り上げは

９％から１８％程度落ち込

んでおり、Shell は２，６５０

億ドル→２，３３６億ドル、

ExxonMobil ２，６８９億ドル→２，２６１億ドル、BP２，２２９億ドル→１，８３０億ドル、Total１，６５４億

ドル→１，４９７億ドル、Chevron１，３８５億ドル→１，１４５億ドルであった。落ち込み幅が最も大きか

った BP は１８％減、最も少ない Totalで９．４％であった。 

 

売り上げの減少はひとえに石油・天然ガス価格の下落が原因だったと言える。因みに代表的な

指標原油である Brent 原油の２０１５年の年間平均価格は５２．３９ドル/バレルであり、２０１６年の

それは４３．７３ドル/バレルと価格は１７％下落しており、また天然ガスの指標価格である米国

Henry Hub 引渡価格は百万 BTU当たり２０１５年の２．６０ドルに対して２０１６年は２．４６ドルであり、

５％下がっている１。 

 

２．損益 

（１）総合損益 

２０１６年の利益を前年の２０１５年と比較すると各社によって明暗が大きく分かれている。２０１６

年に５社で最も利益が多かったのは ExxonMobil でその額は７８億ドルであった。しかしこれは同社
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の２０１５年の利益１６２億ドルから半減している。これに対して Total は２０１５年の５１億ドルを２

２％上回る６２億ドルの利益を計上している。 

また Shell の利

益は前年の２．４

倍の４６億ドルで

あり、利益の上昇

率では５社のトッ

プである。BP は２

０１５年の大幅欠

損を脱し、わずか

ではあるがプラス

に転じている（－６

５億ドル  → +１

億ドル）。これに対

し て こ こ 数 年

ExxonMobil に次ぐ利益を計上していた Chevron は２０１５年の利益４６億ドルから２０１６年は５億ド

ルの損失に転落、５社の中で唯一マイナス決算になっている。 

 

（２）上流部門と下流部門の損益比較 

 

各社の利益を上流部門(生産)と下流部門（精製）に分けてみると下流部門はいずれも前年より利

益額が減少しているものの黒字傾向を維持している。しかし上流部門は ExxonMobil、Total、

Chevron のように黒字が減少、あるいは赤字幅が拡大した企業がある反面 Shell、BP は赤字幅の

縮小あるいは赤字から黒字に転換するなど改善が見られる企業の二極に分化している。 

 

例えば ExxonMobil の場合、２０１５年の上流部門利益は７１億ドル、下流部門は６６億ドルであっ

たが、２０１６年は上流部門２億ドル、下流部門４２億ドルといずれの部門も利益が減少している。

Shell は両年とも上流部門が赤字、下流部門が黒字であったが、２０１６年は上流部門の損失が減
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少した反面(－８８億ドル → －３７億ドル)、下流部門は利益幅が縮小している(１０２億ドル→６６

億ドル)。Total は５社の中で上流・下流とも比較的安定した収益を上げている（上流部門：４８億ドル

→３６億ドル、下流部門４９億ドル→４２億ドル）。 

 

(注) 最終損益額には石油化学部門その他の損益が合算されているなど各社によって異なるため、

部門別の上流・下流部門の損益合計額とは一致しない 

 

３．設備投資 

 設備投資は５社すべてが前

年を下回っており、ExxonMobi

は３１１億ドル→１９３億ドル(３

８％減)で５社の中では減少幅

が最も大きい。Shell は２６１億

ドル→２２１億ドル(１５％減)、

でまた BPは１８６億ドルから１

６７億ドルに１０％減少、Total

は２０４億ドル→１７８億ドル

（１３％減）、Chevron は３４０

億ドル→２２４億ドル(３４％減)である。 

 各社とも原油価格の下落とそれによる業績悪化のため設備投資を削減している。設備投資のうち

探鉱開発投資の減少は将来の各社の石油・天然ガス生産量の減少となり懸念される。 

 

IV. ８カ年(２００９-２０１６年)業績推移の比較 

 ここでは２００９年から２０１６年までの過去８年間の５社の業績の推移を比較検討する。因みに２

００９年は前年々央にBrent原油の価格が史上最高の１４７ドル(バレル当たり)を記録しており、また

２０１１年から１３年までの３年間は年間平均価格が１００ドルを超えた。しかしその後２０１５年は一

転して５０ドル台に半減、２０１６年初めには３０ドルを割るまでに落ち込んでいる。 

 

１．売上高 
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 ２００９年の売上高トップは ExxonMobil の３，１０６億ドルであり Shell が２，８５１億ドルの第２位で

あった。そして売上高第３位はBP(２，３９３億ドル)で、TotalとChevronはそれぞれ１，８３２億ドル及

び１，７１６億ドルであった。５社の順位は２００９年から２０１２年までの４年間は ExxonMobil がトップ

であったが、２０１３年、２０１４年および２０１６年は Shell がトップに立っており、両社は頻繁にトップ

が入れ替わっている。 

 

これに対して BP の売上高は ExxonMobil、Shell の８割前後で５社中の３位を維持している。また

Chevronおよび Totalの売上高の差は小さく、両社ともトップ２社の５～６割の水準で推移している。 

 

 年毎に見ると２０１０年以降は原油価格が持ち直し各社とも売り上げは回復、さらにその後は年間

平均価格が１００ドル(Brent)を超えたため各社とも２０１４年まで売上高は高水準の状態であった。

しかし２０１４年後半から石油価格が急落したため同年の売上はいずれも前年を７％前後下回っ

た。 

 

２０１５年は価格がさらに大幅に下落したため５社の売上高は共に前年を３０％以上減少、リーマ

ンショック後の２００９年を下回った。２０１６年も価格は低水準で推移したため売上高はシェブロンを

除く４社は前年を下回った。２００９年を１００とした場合、２０１６年の売上高は ExxonMobil が７３、

Shell は８２、BP, Total, Chevron はそれぞれ７６、８２及び８１であり、５社ともに２割前後減少してい

る。さらに８カ年のピークであった２０１１年と比較すると、ほぼ半減の状況である。 

 

２．利益 

 ２００９年から２０１６年までの５社の利益の推移を見ると、２００９年はリーマン・ショックと油価急落

の影響を受けた中でExxonMobilが１９３億ドルの利益を計上、BP(１６６億ドル)、Shell(１２５億ドル)、

Total(１１８億ドル)、Chevron(１０５億ドル)といずれも利益は１００億ドル台でひしめき合っていた。 

  

 翌年の２０１０年には ExxonMobil、Shell及び Chevronが業績を回復する一方、BPはメキシコ湾原

油流出事故により欠損となった。２０１１年には各社とも好調で業績は右肩上がりに回復、５社の利
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益はそれぞれ ExxonMobil（４１１億ドル）、Shell(３０８億ドル)、Chevron(２６９億ドル)、BP(２５７億ド

ル)、Total(１７１億ドル)であった。 

 

 ExxonMobil は２０１２年に前年を上回る４４９億ドルの利益を計上したが、他の４社は利益下落の

兆しが表れた。そして２０１３年以降は５社すべての利益が減少局面に入り、特に２０１５年には対前

年比で５０％以上急減している(詳細は III.２参照)。２０１５年の各社の利益はそれぞれ ExxonMobil

（１６２億ドル）、Total(５１億ドル)、Chevron(４６億ドル)、Shell(１９億ドル)、BP(マイナス６５億ドル)で

あるが、２００９年を１００として比較すると ExxonMobil ８４、Chevron ４４、Total ４３、Shell １５、BP 

-３９となり、ExxonMobil以外は利益が半減、場合によってはマイナスに転落している。２０１６年も利

益の低迷状況は続き ExxonMobil及び Chevron２社は前年を下回る水準にとどまっている。 

 

３．売上高利益率 

 ２００９年は ExxonMobil, BP, Total及び Chevronはいずれも６％台の利益率で拮抗し、Shellのみ

が４％台の低い水準にとどまっていた。その後２０１４年までは Total と ExxonMobil が８～１０％と他

の４社を引き離す高い利益率を維持する一方、Shell と Total は４～６％の利益率で推移、BP の利

益率は毎年大きく変動した。 

 

 ２０１５年には各社とも利益率が急落、特に Chevron は前年の９．１％から３．３％に落ち、また BP

は２０１０年に続き二度目のマイナスの利益率（－２．９％）を記録した。２０１６年は各社によって明

暗が分かれ ExxonMobilと Chevronが２年続けて利益率が下落（Chevronはマイナスに転落）した一

方、その他の３社は利益率が回復している。 

 

４．設備投資 

 ２００９年の設備投資額はShellが３１７億ドルで最も多く、ExxonMobil(２７１億ドル)、Chevron（２２２

億ドル）、BP（２０３億ドル）と続き Total は１４３億ドルで最も少なかった。翌２０１０年は Shell と

Chevron が若干減少したがその他の３社は増加しており、ExxonMobil が３２２億ドルと最も多かった。

その後各社によって差異はあるものの設備投資額は増加する傾向にあり、２０１３年には５社の設
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備投資額はピークに達した。この年に投資額が最も多かったのは ExxonMobilの４２５億ドルであり、

Chevron及び Shellが４１９億ドルと４００億ドル３社そろって４００億ドル台であった。そして BPは３６

６億ドル、Total は２５９億ドルであり、５社ともに２００９年から２０１６年までの８年間では最も設備投

資が盛んであった。 

 

 

しかし２０１４年以降昨年までは５社すべてが連続して設備投資が減少している。中でも

ExxonMobilの２０１６年の設備投資額は１９３億ドルで２０１３年の２分の１以下に落ち込んでいる。２

０１４年の石油価格の暴落により売上および利益が急落したこともあり各社とも設備投資を削減す

る方向にあるが、特に上流部門の設備投資削減は安定的な生産維持にとっては懸念要因である。 

 

５．石油及び天然ガス生産量 

(１)石油生産量 

 ５社の２００９年から２０１６年までの石油生産量の推移を見ると、８年間を通じて ExxonMobil は他

の４社を大きく引き離している。同社の生産量は２，３８７千 B/D(０９年) →２，４２２千 B/D(１０年) 

→２，３１２千 B/D(１１年) →２，１８５千 B/D(１２年) →２，２０２千 B/D(１３年) →２，１１１千 B/D(１
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４年)→２，３４５千 B/D(１５年)→２，３６５千 B/D(１６年)と５社の中で唯一常に２百万 B/D 以上を維

持している。 

 

 ExxonMobil 以外の２００９年の生産量は Chevron １，８４６千 B/D、BP１，６９５千 B/D、Shell１，６

８０千 B/D、Total１，３８１千 B/D の順であった。２０１０年以降２０１４年まで５社はいずれも毎年生

産量が減少し続けており、２０１４年の各社の生産量は ExxonMobil２，１１１千 B/D、Chevron１，７０

９千 B/D、Shell１，４８４千 B/D、BP１，１０６千 B/D、Total１，０３４千 B/D に落ち込んだ。２０１５年

から２０１６年にかけては原油生産量は増加傾向にあり、特に Shell は Chevron を追い抜き

ExxonMobilについで２位の生産量を誇っている。 

 

 ２００９年の生産量を１００とした場合、２０１６年の各社生産量は ExxonMobil ９９、Chevron ９３、

Shell １０９、Total ９２、BP ７１であり、５社の中では Chevron のみが２００９年を上回っているのに

対して BP は２００９年の７割にとどまっている。 

 

(２)天然ガス生産量 

 ２００９年から２０１６年までの天然ガスの生産量は各社で明暗が分かれている。２００９年の生産

量は ExxonMobil が９３億立法フィート/日（以下 cfd）で５社のトップであり、Shell と BP が８５億 cfd

で並んでいる。またTotal とChevronはこれら３社よりかなり低く５０億ｃｆｄ弱で並んでいる。その後２

０１０年から１１年にかけては ExxonMobilの生産量は急激に伸び、また Shell及び Totalも漸増傾向

を示したのに対し、BP は大幅に減少、Chevron は横ばいにとどまっている。但し２０１１年以降

ExxonMobil は生産量の減少に歯止めがかからず２０１１年の１３２億ｃｆｄが２０１６年には１０１億 cfd

に落ち込んでいる。これに対して Shell の天然ガス生産量は２０１６年に大幅に伸び、ExxonMobil を

追い抜いて５社のトップになっている。 

 

 ２０１６年の各社の生産量は Shell １０６億 cfd、ExxonMobil １０１億 cfd、Total ６４億 cfd、BP ５８

億 cfd、Chevron ５３億 cfd となり、トップの Shell と Total、BP 及び Chevron との格差は２倍前後に

開いている。因みに２００９年の生産量を１００とした場合の各社の２０１６年のそれは Total １３１、
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Shell １２５、ExxonMobil １０９、Chevron １０５、BP ６８であり、BP のみが８年前の水準を下回って

いる。 

 

（３）石油・天然ガス合計生産量（石油換算） 

  

石油と天然ガスの合計生産量（石油換算）を見ると、２００９年には BP（３，９９８千 B/D）と

ExxonMobil（３，９３２千 B/D）が並び、これに Shell が３，１５２千 B/D で続き、Chevron（２，７０４千

B/D）と Total（２，２８１千 B/D）は２百万 B/D台であった。 

 

 ２０１６年までの８年間で BPは２２０万 B/D前後まで急減、その他４社は２０１４年までほぼ横ばい

乃至下降気味となり、２０１６年にはShellが大きく伸びて過去８年間で最も多い生産量を達成してお

り、ExxonMobil、Total、Chevron の各社は２００９年とほぼ横ばいの状況である。上記（１）石油生産

量及び（２）天然ガス生産量の推移からもわかるとおり、BP は石油、天然ガスともに激減し、

ExxonMobil、Chevron 及び Total の３社はほぼ横ばいで推移、Shell は石油、天然ガスともに昨年増

加したことにより２００９年を２割近く上回る生産量となっている。 

 

(完) 

 

本稿に関するコメント、ご意見をお聞かせください。 

 前田 高行 

 〒183-0027 東京都府中市本町 2-31-13-601 

 Tel/Fax; 042-360-1284, 携帯; 090-9157-3642 

 E-mail; maeda1@jcom.home.ne.jp
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1-D-4-20 
    

(作成：前田） 

2016 年第 4四半期(10-12月)及び通年(1-12 月）国際石油企業の業績 

年   ExxonMobil Shell BP Total Chevron 

売上高(百万ドル) 

2016 年 10-12 月 61,016  64,767  51,007  42,275  31,497  

前年同期 59,807  58,146  49,172  37,749  29,247  

増減(%) 2.0% 11.4% 3.7% 12.0% 7.7% 

2016 年 1-12 月 226,094  233,591  183,008  149,743  114,472  

前年 1-12 月 268,882  264,960  222,894  165,357  138,477  

増減(%) -15.9% -11.8% -17.9% -9.4% -17.3% 

利益(百万ドル）(*) 

2016 年 10-12 月 1,680 1,541 497 548 415 

前年同期 2,780 939 ▲ 3,307 ▲ 1,626 ▲ 588 

増減(%) -39.6% 64.1% -115.0% -133.7% -170.6% 

2016 年 1-12 月 7,840 4,575 115 6,196 ▲ 497 

前年 1-12 月 16,150 1,939 ▲ 6,482 5,087 4,587 

増減(%) -51.5% 135.9% -101.8% 21.8% -110.8% 

売上高利益率(%) 

2016 年 10-12 月 2.8% 2.4% 1.0% 1.3% 1.3% 

前年同期 4.6% 1.6% -6.7% -4.3% -2.0% 

2016 年 1-12 月 3.5% 2.0% 0.1% 4.1% -0.4% 

前年 1-12 月 6.0% 0.7% -2.9% 3.1% 3.3% 

上流部門利益(百

万ドル)(*) 

2016 年 10-12 月 ▲ 642 35 692 1,131 930 

前年同期 857 ▲ 1,458 ▲ 2,280 748 ▲ 1,361 

増減(%) -174.9% -102.4% -130.4% 51.2% -168.3% 

2016 年 1-12 月 196 ▲ 3,674 574 3,633 ▲ 2,537 

前年 1-12 月 7,101 ▲ 8,833 ▲ 937 4,774 ▲ 1,961 

増減(%) -97.2% -58.4% -161.3% -23.9% 29.4% 

下流部門利益(百

万ドル)(*) 

2016 年 10-12 月 1,241  1,575  899  1,138  357  

前年同期 1,351  2,502  838  1,007  1,011  

増減(%) -8.1% -37.1% 7.3% 13.0% -64.7% 

2016 年 1-12 月 4,201  6,588  5,162  4,201  3,435  

前年 1-12 月 6,557  10,243  7,111  4,889  7,601  

増減(%) -35.9% -35.7% -27.4% -14.1% -54.8% 

設備投資(百万ド

ル） 

2016 年 10-12 月 4,829  5,714  4,658  4,928  5,261  

前年同期 7,416  7,299  5,126  4,289  8,707  

増減(%) -34.9% -21.7% -9.1% 14.9% -39.6% 

2016 年 1-12 月 19,304  22,116  16,701  17,757  22,428  

前年 1-12 月 31,051  26,131  18,648  20,360  33,979  
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増減(%) -37.8% -15.4% -10.4% -12.8% -34.0% 

原油生産量      

(1,000B/D) 

2016 年 10-12 月 2,384  1,954  1,178  1,257  1,745  

前年同期 2,481  1,532  1,326  1,251  1,775  

増減(%) -3.9% 27.5% -11.2% 0.5% -1.7% 

2016 年 1-12 月 2,365  1,838  1,208  1,271  1,719  

前年 1-12 月 2,345  1,509  1,232  1,237  1,744  

増減(%) 0.9% 21.8% -1.9% 2.7% -1.4% 

天然ガス生産量      

(100 万 cfd) 

2016 年 10-12 月 10,424  11,315  5,846  6,597  5,546  

前年同期 10,603  8,741  6,048  5,993  5,385  

増減(%) -1.7% 29.4% -3.3% 10.1% 3.0% 

2016 年 1-12 月 10,127  10,613  5,796  6,447  5,252  

前年 1-12 月 10,515  8,380  5,951  6,054  5,269  

増減(%) -3.7% 26.6% -2.6% 6.5% -0.3% 

原油・ガス生産量      

(石油換算

1,000B/D) 

2016 年 10-12 月 4,121  3,905  2,186  2,462  2,669  

前年同期 4,248  3,039  2,369  2,352  2,673  

増減(%) -3.0% 28.5% -7.7% 4.7% -0.1% 

2016 年 1-12 月 4,053  3,668  2,208  2,452  2,594  

前年 1-12 月 4,097  2,954  2,258  2,347  2,622  

増減(%) -1.1% 24.2% -2.2% 4.5% -1.1% 

＊総合損益には石油化学部門あるいはその他の損益を含むため、上流部門・下流部門損益の合

計額とは一致しない場合がある。 

                                                   
１ Shell決算付属資料参照。 

http://www.shell.com/investors/financial-reporting/quarterly-results/2016/q4-2016.html#q4-2

016-documents  

http://www.shell.com/investors/financial-reporting/quarterly-results/2016/q4-2016.html#q4-2016-documents
http://www.shell.com/investors/financial-reporting/quarterly-results/2016/q4-2016.html#q4-2016-documents

